
 
 
 
平成23年1月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成22年2月1日～平成22年7月31日) 

 

修正の理由 

 当第２四半期累計期間における北海道地域の経済は、厳しさが続くものの一部に持ち直しの動きがみられました。 
 個人消費、民間設備投資等は持ち直しの動きがみられ、雇用動向も一部で改善の兆しがみられました。しかし、北海道
経済に影響度の高い公共工事は減少傾向にあり、全体としては引き続き厳しい状況で推移いたしました。  
 このような経営環境の下、営業収益は、４月に開店したマックスバリュ新花園店（苫小牧市）や価格競争力を強化した新
業態転換店舗が順調に推移したことや、６月中旬以降、気温の高い日が続き夏型商品を中心に売上高に寄与したこと等に
より、当初予想を８億７百万円上回る見込みとなりました。 
 しかし、利益面は新業態転換等の改装コストが当初予想より増加したことや、電気代・ガス代等の光熱費が当初予想を上
回り、経費が増加したため、営業利益で当初予想より１億92百万円下回る見込みとなりました。 
 四半期純利益は、減損損失が当初予想を下回ったこと等により、１億18百万円上回る見込みです。 
 通期業績予想につきましては、2010年３月17日に公表しました2011年1月期の業績予想に変更はありません。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

 最近の業績動向を踏まえ、平成22年３月17日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお
知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 37,000 30 10 △280 △41.01

今回発表予想(B) 37,807 △162 △166 △161 △23.67

増減額(B-A) 807 △192 △176 118

増減率(%) 2.2 ― ― ―

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年1月期第2四半期）

38,443 △595 △568 △940 △137.81


